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大切な映像を安心して
記録・再生するために

  ディスクや記録機・再生機の
  取り扱い環境を、もう一度ご確認下さい。

CHECK!

　・ディスクの記録面に、指紋や汚れは付着していませんか？
　・ホコリや湿気、タバコの煙の多い環境で使っていませんか？
　・記録機、再生機を使用してから数年経っていませんか？

     ディスク記録面をメガネふきのような柔らかい布で、内周から外周に向かって放射状に軽く

   拭き取ってください。その時、レコード用クリーナーや溶剤などは使用しないでください。

 
     それでも改善しない時は、機器の点検をお勧めします。レンズクリーナーの使用に関しては、

   機器の取扱説明書をご確認ください。あるいは機器メーカーにお問い合わせください。

【記録や再生ができない原因として、こんな例があります。】

正常なレンズ

○ ×
正常なディスク

○

光ピックアップレンズ

汚れたディスク

×

ディスクの記録面

ディスクが汚れていると、レーザー光が妨げられて、
読み込み/書き込みが出来なくなることがあります。

ディスク記録面の汚れ

お心当たりがあれば・・・

光ピックアップ上の埃

埃の乗ったレンズ

埃が乗ったレンズは、レーザー光が弱くなり、
読み込み/書き込みが出来なくなることがあります。
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